
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 商業科 

 

教科 商 業 科目 
経済活動と法 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 経済活動と法 新訂版（東京法令出版） 

副教材等 
経済活動と法 新訂版 ワークブック（東京法令出版） 

商業法規便覧２０２１（とうほう出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 法律が社会生活にどのように関わっているか、その法の目的や役割についてなどを、より具体

例を多く取り入れ、この科目で学習していきます。 

日常的で身近なことが学習できる授業です。よって、多くの法への知識を習得することを目的と

します。日々の経済状況や社会問題に関心をもち、積極的・意欲的な態度で授業をうけてほしい

と思います。 

 

２ 学習の到達目標 

 ビジネスに必要な法規に関する基礎的・基本的な知識を習得し、経済社会における法の意義や

役割を理解するとともに、経済事象を法律的に考え、適切に判断して行動する能力と態度を育成

する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

経済生活や私たちの

市民生活が安定的に

営まれることは、法

の存在による「法化

社会」であるため、法

の知識、法的思考が

生活上必須なことで

あるということに関

心をもち、意欲的に

学習しようとしてい

るか。 

ある事象の解釈につ

いて、また条文につ

いてなどの生成過程

や立法の趣旨を論理

的に思考しとらえる

ことができている

か。 

新聞記事などを通し

てそれらのことが

「法化社会」でどの

ように扱われ、条文

と相関できるか、具

体的にとれることが

できるか。 

経済活動や市民生

活のあるところ法

あり、と実感し、理

解することが知識

の裏付けをもって

なしうるか。 

評
価
方
法 

①定期考査の成績 

②出席・提出物の状

況（問題集等） 

③授業態度 

④その他 

①定期考査の成績 

②出席・提出物の状

況（問題集等） 

③授業態度 

④その他 

①定期考査の成績 

②出席・提出物の状

況（問題集等） 

③授業態度 

④その他 

①定期考査の成績 

②出席・提出物の状

況（問題集等） 

③授業態度 

④その他 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

経
済
社
会
と
法 

経済活動や市民生活におけ

る法の存在を具体的に学ぶ。 

〇 〇 〇 〇 法の存在、法化社会について認

識し、法の分類・効力・適用と

解釈など法を学ぶための基本

的なことがらを理解している

か。 

①定期考査 

②出席 ・提

出物の状況   

(問題集等) 

③授業態度 

④小テスト 

⑤その他 

権
利
・義
務
と
そ
の
主
体 

私たちの生活の成り立ちが権

利と義務に分けられ、その両

面から考えられることを理解

する。 

〇 〇 〇 〇 権利・義務の意義、関係そして

主体について学習し理解して

いるか。また、公共の福祉や権

利濫用などの理解ができてい

るか。 

物
と
財
産
権 

物の分類の法律上の意味を

理解し、物権の対象としての

物の概念と範囲を理解する。 

〇 〇 〇 〇 経済生活は物をめぐる生活で

もあるため、物権の対象として

の物の概念と範囲や、関連して

相隣関係も理解ができている

か。 

知
的
財
産
権
・
商
品
開
発
に
関
す
る
内
容 

知的財産権の全体像を理解 

する。 

企業がモノとしての商品開発

をどのようにして考え、消費者

に提案しているのかを考える 

〇 〇 〇 〇 著作権や特許権、実用新案権、

意匠権、商標権、商号権などの

意義や内容、存続期間について

の概略が整理できているか 

２
学
期 

商
品
開
発
に
関
す
る
内
容 

 

企
業
活
動 

の
主
体 

企業がモノとしての商品開発

をどのようにして考え、消費者

に提案しているのかを考える 

 

民法と商法、商行為について 

〇 〇 〇 〇 商人はどのような者をいうか、

商人概要が理解できているか。

また、その種類が明確に分かっ

ているか。 

①定期考査 

②出席 ・提

出物の状況   

(問題集等) 

③授業態度 

④小テスト 

⑤その他 

営
業
活
動
の
自
由

と 制
限 

営業自由の原則・営業自由の

制限を学ぶ。 

〇 〇 〇 〇 消費者利益や公平さの追求の

為、営業について開始のとき、

制限が理解できているか。 

手
形
・小
切
手
と
法 

法律上の意義と性質を理解

する。 

〇 〇 〇 〇 手形・小切手の法律上の意義と

性質を理解しているか。 

金
融
取
引 

金融商品取引の課題を理解

する。 

〇 〇 〇 〇 伝統的な金融取引と今日的な

金融商品や決済方法などに伴

う課題とそれに対応する立法

について理解できているか。 
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法
令
遵
守 

企業に対しての社会的責任

を負わせるなど新しい法令遵

守の考え方など 

〇 〇 〇 〇 企業統治や内部統制、不正行為

防止の仕組みなどが理解でき

ているか。また、説明責任がな

ぜ必要なのかを理解できてい

るか。 

消
費
者
と
法 

私たちの生活を守る法律の存

在について学ぶ。 

〇 〇 〇 〇

  

市民生活を送る上で欠くこと

のできない法律知識について、

生活を守る法律の存在や、生活

の知恵の内容として、クーリン

グ・オフのことや抗弁の接続な

どが理解できているか。 

労
働
と
法 

民法の特別法としての労働三

法や福祉制度など 

〇 〇 〇 〇 将来働く際に必要な知識：労働

三法・就業規則・労働協約・福

祉制度などについて理解でき

ているか 

紛
争
の
予
防
と
解
決 

公証制度、和解・調停・仲裁、

民事訴訟 

〇 〇 〇 〇 社会生活を送るうえで、紛争が

起こることを想定してその予

防につとめること、その予防方

法としての公証制度を理解し、

各種の解決方法を理解できて

いるか。 

３
学
期 

家
族
と
法 

夫婦の法律関係・戸籍や親

族についてその範囲など。ま

た、その財産の整理のあり方

など 

〇 〇 〇 〇 夫婦・親子を中心に法の定める

ところを理解できているか。ま

た、血のつながりとしての親族

の法律のあり方や、筋をふまえ

た情が近代的家族形成の要件

であることを説明できるか。 

①定期考査 

②出席 ・提

出物の状況   

(問題集等) 

③授業態度 

④小テスト 

⑤その他 総
合
問
題
演
習 

全範囲の問題演習 〇 〇 〇 〇 ワークブックの各章の全分野

の全分野の問題演習を行い、全

体的な理解ができているか確

認。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


